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まえがき 
 

 当機構における職業研究の源流は、当機構の前身のひとつである雇用促進事業団職業研究

所における職業研究に遡る。1969 年に発足した雇用促進事業団職業研究所は当時の労働省か
ら職業研究を引き継ぎ、個別職業に関する各種の職業情報を開発した。その後、組織改編を

経て現在に至るまで職業研究は個別職業に関する職業情報の開発に重点が置かれているが、

2000 年代に入ると、職業間の関係性を分析する方向にも研究の視野が広がってきた。その結

果、現在の職業研究は、個別職業の実態を深く掘り下げる縦方向の研究と職業間の関係性を

把握する横方向の研究を柱にして展開されている。 

 これまで横方向の研究では、各職業の従事者から興味や職業スキル・知識などに関する情

報を収集してそれぞれの職業の基準値を求め、それによって職業間の関連性を明らかにする

ことに力が注がれてきた。本研究は、これまでの横方向の研究で収集されていない職業間の

類似性に関する 3 つの指標に着目して、それらの指標を使った新たな職業編成の可能性につ

いて検討することを目的にしている。本報告は、新たな職業編成に向けて行った予備的検討

の結果である。 
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